






研究目的 

神経芽細胞腫(N．B)のマス・スクリーニングにおける 1次検査の判定には,VMA の呈色反応

の色調とその濃淡の識別が基本とされ,検査担当者に充分な解析の能力が要求される。 

そこで,日常のスクリーニング検査における技術の向上と精度の維持を計かるために,前年

度に引き続き精度管理の方法論について検討を加え,スクリーニングシステム確立の一助

とした。 


